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　荒川区民総幸福度(GAH)に関す
る本「あたたかい地域社会を築く
ための指標」(荒川区自治総合研究
所編)を出版しました。
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荒川区民総幸福度
（GAH)とは

　荒川区民の幸福度指標のこ

と。荒川区では、区民の皆さ

んの幸福度を数値化し、区政

の指標とするため、現在、調

査研究を進めています。
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 なお、研究会には、荒川区の関係所属の部課長が参加しており、研
究所からは、所長、副所長、専任研究員が参加しています。

　客員研究員のもつ専門的な知識と、荒川区職員のもつ現場の視
点とを組み合わせ、活発な議論を行っています。

　現在、調査研究の大きな柱として、「幸福概念の構築」「世論調査
等の過去のデータの解析」「荒川区の幸福度指標の検討」の３つを
挙げ、調査研究を行っています。

　本紙では、荒川区民総幸福度に関する最新動向やニュー

ス等を毎月お届けしていきます。左記のメールアドレスま

で、ご意見・ご感想等をお寄せいただければ幸いです。

荒川区自治総合研究所は、荒川区が抱える課題等について、多角的かつ

中長期的な視点に立って調査研究を行い、区に政策提言等を行うことを

目的として平成21年10月に設立された機関です。
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荒川区民総幸福度(ＧＡＨ)に関する研究会について
　荒川区民総幸福度（グロス・アラカワ・ハッピネス：ＧＡＨ）の研究
にあたっては、「研究会」及び「ワーキング・グループ」を結成して研
究を進めています。

　研究会は、荒川区自治総合研究所の研究員、外部の専門家からな
る客員研究員、荒川区職員で構成し、多角的な視点から区民の皆さ
んの幸福とその指標について議論を行っています。客員研究員には、
次のような幅広い分野の学識経験者にご参画いただいています。

　ワーキング・グループは、荒川区の事務職、保健師、保育士、土木職、建
築職など様々な経験と知識を持つ区職員及び研究所の研究員で構成し
ています。メンバーは主に若手職員で、現在、１２名が参加しています。

　ワーキング・グループでは、行政の最前線に立つ現場職員の視点から
区民の皆さんの幸福度の指標について検討を行っています。

荒川区民総幸福度（ＧＡＨ）に関するワーキング・グループについて

　荒川区では、区民の皆さんの幸せに貢献できるよう、研究会及びワーキング・グループが一丸となって荒
川区民総幸福度（ＧＡＨ）の研究に努めてまいります。ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 


